
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Aomori Pref. Namioka High School 
http://www.namioka-h.asn.ed.jp/ 

〒038-1311 青森県青森市浪岡大字浪岡字稲村 101-2 

℡ 0172-62-4051（代表）  fax 0172-62-1556 
浪高だより 

第１７号 令和 ５ 年 １ 月３０日（月）発行 

令和２年１０月１０日(土) 

創立９０周年記念式典挙行 

 

「浪高だより」は、本校 HP に掲載しています。浪

岡高校公式 YouTube「浪高チャンネル」も視聴よろ

しくお願いします。また、浪高公式 Instagram や、

浪高公式 Twitter  も最新の学校生活について配

信していますのでよろしくお願いします。 

【Instagram ＱＲコード】 【Twitter ＱＲコード】 【YouTube ＱＲコード】 

 ３学期始業式が、１月１３日（金）に行われまし

た。式では箱田校長から、マーガレット・サッチャ

ー氏の言葉を引用し、運命を自分で切り拓き、自分

の行動を自分自身で決定し、夢や目標に向かって道

を切り拓いて欲しいことなどの式辞が述べられまし

た。「１年の計は元旦にあり」素晴らしい１年に！ 

１２ 月 ～ 冬 季 休 業 中 の 学 校 活 動

 ２学年の就職希望者を対象に、冬季休業中の２日間

就職対策研修会が行われました。職業人に必要なマナ

ーを早期に習得し、筆記試験に対応する学力を養成し、

進路目標達成に役立てることが目的です。青森ファイ

ナンシャルアカデミーより講師を迎え、筆記試験対策

や面接試験対策などを行いました。 

 

 冬季休業中に、進学者対象の冬期講習、冬季休業明けに行われる実力テスト対策講習などが行

われました。進学者対象に行われた冬期講習は、国語・数学・英語の講習が１日３時間で３日間

行われ、希望進路の実現に向け学力向上につなげていました。 

 １２月２２日（木）に表彰式並びに２学期終業式を

行いました。終業式では、箱田校長よりジャッキー・

ロビンソン氏の言葉「不可能の反対は、可能ではなく

挑戦である」を引用して、自分の人生を切り拓くため

の参考にして欲しいと述べました。 

【表彰式】「大切なあなたに薦める青春の一冊」優秀賞 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２０日（金）～２２日（日）全国高等学校選抜バドミントン大会東北地区予選会が、山形県山形市（市総

合スポーツセンター）で開催されました。男子団体戦（学校対抗）は準決勝で聖ウルスラ学院英智（宮城）相手

に３－２で勝ち、決勝ではふたば未来学園（福島）と対戦しましたが敗れ第２位となりました。男子ダブルスで

は、菅原海斗・田中陽樹ペアが準決勝でふたば未来学園（福島）に破れ第３位となりました。男子シングルスで

は菅原海斗君が準決勝へ進出し３位入賞を果たしました。団体・ダブルス・シングルスともに３月２５日（土）

から岩手県（花巻市総合体育館）で行われる第 5１回全国高等学校選抜バドミントン大会に出場します。 

【男子団体（学校対抗）】           

 準決勝 浪岡 〇３－２× 聖ウルスラ学院英智（宮城）   
 決勝戦 浪岡 ×０－３〇 ふたば未来学園（福島）     

  菅原海斗、田中陽樹、本多イオ、菅原龍斗、竹内天渡、横田来波、田端朝晃、中村理想 

【男子ダブルス】 

 ２回戦 菅原海・田中 ○２－０× 平賀・小山田（花北青雲・岩手） 

 準決勝 菅原海・田中 ×０－２〇 谷岡・松川（ふたば未来学園・福島） 

【男子シングルス】 

 ２回戦 菅原海 ○２－０× 由井（山形南・山形） 

 準決勝 菅原海 ×０－２〇 谷岡（ふたば未来学園・福島） 

 不審者侵入を想定した防災訓練・ガイダンスを実施するこ

とにより、全校生徒及び教職員の防災意識を高め、安全かつ

速やかに対処できるようにすることを目的に、第３回防災訓

練が実施されました。生徒達の安全・安心を確保するため不

審者侵入時の緊急放送や、対応のポイントなどを動画で確認

した後、実際の動きを訓練しました。 
 

ＰＴＡ『卒業記念品（ふくろう）制作』・・・・１月２２日（日） 

 本校ＰＴＡ研修委員会では、卒業生を手作りの記念品で祝うとともに、記念品作りを通して保護者相互の親睦

を深めることを目的に、今年度も保護者の方々と３学年の先生方による「ふくろうの携帯ストラップ」制作が行

われました。ここ十数年、卒業生に手作りの卒業記念品をプレゼントしており、今年も本校の中会議室で午前９

時頃から保護者や３学年の先生方など２０名が記念品作りを行い、２時間半ほどで３０個の愛らしいふくろうの

ストラップを完成しました。作業は行程ごとに分担して行われ、カットされた布地を縫い合わせて胴体をつくっ

たり、目玉やくちばしを貼り付けたり、ひもやリボンを取り付けたりするなど、参加者それぞれが真心を込めて

１つ１つ丁寧に作り上げました。（ふくろう：青森市の鳥、幸せを呼ぶ鳥（ラッキーバード）） 

 卒業式には、ふくろうのストラップを胸に飾って臨みます。卒業生の皆さんには、ストラップに込められた思

いを受け止め、お世話になった方々への感謝を忘れずに学び舎を巣立って欲しいと思います。 

 

 


